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企画展「集まれ ！バ ッタやコオロギとその仲間たち」展示品紹介
初夏に鳴く虫 ，ピキ,, ギス
レペハti' ん
エンマコオロギやスズムシといった「鳴く虫」 は、秋のものと思われています。/i'(I( かに、富山県とそ
の蘭這では、草むらや妹談で籐ゃかな鳴き声を間かせてくれるコオロギ顔ゃキリギリス類たちの多く
llt ・,,. ,- ; 
は、夏の終わりから秋にかけて成虫になります。
しかし、籍籟板は少なし、のですが、5 月、 6 月に喝く 種類もし、ます。たとえば、エゾスズ、タンボコ
IJ ... , .• ど・， ,, .. , , , . .- , ふんぶ
オロギ、コガタコオロギ、クビキリギスがそうですC 工ゾスフくは北湘道から九、）廿まで分布し、富山県
さ・ン ・) lヽ ,,, , さん ら しっ ,, ふ．， ．）
内の丘陵地から山地の湿地に酋迎にいます。タンボコオロギ、コガタコオロギ、クビキリギスの 3 種
" んし.,うし‘ 等ぉヽなわ ふ．ヽ／・
は本、）-1'1 以肝‘沖縄まで分布し暖かいと ころにすんでいる種類で、富山県内ではたいへんまれな種類です
（タンボコオロギとコガタコオロギは、これまで習羹'1 回しかi斎孤されたことがありません）。クビキ
リギスは、
りますC
．、し ・や 、1:
平野部で数回の採集記録があり 、
：'. . 1: ' _.,. , ' , . . ;, . 一．、.,
科学博物館のある富山市 城｀尚公揺で見つかったこともあ
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クビキリギスは、夏の間は幼虫で過ごし、 1 0 月頃に成虫になります。他のキ リギリスの仲間が卵で
過ごしている冬を、成虫の姿でススキなどの草むらの中でじ っと過ごします r， 喝きはじめるのぱ紐福暖
かくなってからで、
)ょか f., つ かん
初夏の少し暑く感じるような夜に 「ジィー一J とか 「ジャーー」とかに聞こえる大
り(J
きな声を孵かせます。
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その間に交尾・産卵をし、卵は 6~7 月に孵化するよう ですC
クビキリギスはイネ科の 屈‘物ゃ時に他のi危苫しうも食べるi哨食杜で、加の力が強＜ 、何かに噛みついた
じょうr・'. レうぶ .. 
状態で（本を強く引っ張る と頭部が抜けることがあるので、でクビキリ」 と名前がついたとのことですC
とな，＇） ＇，ヽ しカ・/>I Iん
お隣の石川県では結構普通にいる種類なのですが、富山県ではまれですC しかし、近年チョウ頬を
はじめいろいろな生き物が分布を北に広げていますので、クビキリギス も、富山でもだんだんと噌ぇて
くるかもしれません0 5 月、 6 月の夜には、草むらで鳴き声がしないか耳をすませてみま しょう。
(201] 年 3 月 根来尚）
越忍軍のクビキリギス
箱髭 6cm 前後。体の色は嘉色か認也。時にピンク色の個｛本もみられるc アゴの先は赤い。
